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学校名  福島県立相馬支援学校 

【学校の紹介】 

本校は、昭和４６年４月１日に知的障がいのある児童生徒を対象に、相馬市立養護学校として創立されました。

平成１２年４月１日には、高等部が設立されました。 

平成２２年４月１日市立時代の３９年間の教育実践を受け継ぎ、福島県立相馬養護学校として新たに開校しま

した。平成２９年４月１日、福島県特別支援学校条例の一部改正により、校名を「福島県立相馬支援学校」に改

正しました。                                  

令和２年４月に南相馬市鹿島区に校舎を新設し、相馬市より移転しました。    

 

【学校の学習活動について】     ～必要な支援を「続ける」、系統的に学習を「積み上げる」～ 

 

 

 

 

＜小学部＞ 

小学部では、各教科等における系統性や学びの連続性を

重視した授業を展開し、日々の積み重ねを大切にしながら

取り組んでいます。 

その中で、「まなび」「なかよし」「げんき」の学部目標を

掲げ、安全・安心な学校生活を送れるように丁寧な関わりを

心掛けながら、「基礎的・基本的な知識・技能の習得と活用

する力」「自ら考え、友達と一緒に課題を解決する力」の育

成を図り、一人一人の豊かな学校生活の実現を目指してい

きます。 

＜高等部＞ 

高等部では、生徒一人一人の障がいの状態及び特性、教育

的ニーズを十分に考慮し、体験的な学習を中心にした指導を

推し進めています。 

学びに向かう力や人間性を育むため、生徒一人一人の必要

となる資質・能力を焦点化し、各教科等における系統性や学

びの連続性を重視した授業を展開することで実践的な知識・

技能の習得を図っています。 

様々な学習活動を通して、生徒が自己理解を深めるととも

に、将来に向けて自己実現を図っていく力を育成し、自立と

社会参加に向けた力を育んでいきます。 

＜中学部＞ 

中学部では、生徒一人一人の教育的ニーズを考慮し、体験

的な学習を中心にした指導を推進しています。 

 各教科の学習と系統性や学びの連続性を生かした授業づ

くりを展開し学びに向かう力や人間性を身に付けることを

目指しています。また、生徒が心身の発達や健康の維持に対

応するための基礎的な知識・技能の習得を図り、様々な人と

のかかわりの中で互いを理解し合える社会性と人間性を育

んでいきます。 

 

 

 
 

 

 

 

親子学級「すくすく」 

本校では、発達に遅れがあったり、養育をしていく上で心配が

あったりする就学前のお子さんを対象とした早期教育相談教室

を開催しています。親子で来校していただき、お子さん達と担当

教師が日常の生活の仕方や遊びについて、一緒に活動しながら

相談を行います。また、保護者の方同士の悩みを話し合ったり、

講習会を開いたりしています。どうぞお気軽においでください。 

○期間：５月から２月まで   

○時間：１４：００～１５：３０ 

○場所： 相馬支援学校   ○経費： 無料 

○申込方法：事前に相馬支援学校までご連絡ください。 

校内の関係各部が連携し、地域の特別支援教

育の充実に向け取り組んでいます。幼児から高

校生のお子さんの保護者、先生方などどなたで

もご利用になれます。 

【来校相談・電話相談】 

 本校にお越しいただいての相談も行っていま

す。電話での相談も随時お受けします。 

【でかける支援】 

  保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、

児童館等を訪問し、相談支援や研修支援を行い

ます。 

〒９７９－２３３３ 福島県南相馬市鹿島区寺内字鷺内７９ 

℡ 0244-67-1515   Fax 0244-46-3915 

E-mail：soma-sh@fcs.ed.jpホームページＵＲＬ；https://soma-sh.fcs.ed.jp  

【地域支援センターの取組・紹介】   ～人をつなぐ、支援をつなぐ～ 
「しせい」では、「つなぐ」をキーワードに「関係機関をつなぐこと」や「施設の情報をつなぐこと」を大切にし、切れ目なく支援体制ができるように努めます。 
一人一人の児童生徒が必要な合理的配慮を受けながらいきいきと学んでいける地域となるよう研修等の企画を通し、特別支援教育の情報発信に努めます。 

【地域の学校として】       

震災後に継続して交流出品 

してきた富山県南砺市の「雪あ 

かり祭り」への出品依頼があり、高等 

部美術部の生徒による共同作品の 

巨大紙風船を出品しました。 

 四季をイメージした色と地域の伝統である相馬野馬追の馬を

描いた紙風船が南砺市の空高く舞い上がりました。 

【交流及び共同学習の実践】 

交流及び共同学習を通してお互いを

知り合い、活動を共にすることでそれぞ

れの学習の目標達成を目指します。 

 鹿島小学校、鹿島中学校、相馬農業高

校との「学校間交流」を行います。 

 小学部では、希望者に対し居住地校交

流を進めています。 

【地域とのつながり】 

○相馬流れ山踊り 

相馬地方に伝わる伝統芸能「相馬 

流れ山踊り」の振り込み踊りの基 

本的な技術を地域の踊り指導員の 

方に教えていただきました。 

○絵本の読み聞かせ 

南相馬市まちづくり講座から講 

師を招いて様々な絵本の読み聞かせを定期的に行っています。 

○モザイクアートの出品 

地域を盛り上げるため、 

5月に開催された相馬野馬 

追祭りに併せて、モザイク 

アートを南相馬市鹿島庁舎 

に展示しました。 

 

～地域で共に学び共に生きる教育の実現を目指して～ 

 

この看板が目印です。 

相談だけでなく関連図

書や教材の貸し出しも

行っています。 

今年度は、地域の先生

向けに特別支援教育に

ついて学ぶ週間「学び

Ｗｅｅｋ」を予定して

います。また、地域の先

生方との情報交換会も

行います。 

 

 


